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１． はじめに 
製材所等での木材加工にともない産出される樹皮

は，その一部がバーク堆肥等に有料にて引き取られ

ている程度で有効に利用されている量は少なく，焼

却処分もダイオキシン問題等より規制が加えられ，

樹皮の利用技術確立が強く望まれている． 

三重県内の製材業は，その数は多く全国１位の事

業所数となっているが，規模は概して小さく中小の

事業所が多い．県内の製材業で扱われている材のほ

とんどはスギ，ヒノキの針葉樹材で，バーク堆肥等

への利用にも適さないとされる針葉樹樹皮が，年間

約 3.6 万m3産出されている． 

ここでは，これら針葉樹樹皮の利用技術の向上を

目的として，爆砕処理とオゾン処理をスギ樹皮に前

処理として施し，処理による樹皮含有成分への影響

を成分含有量より検討した．また樹皮の利用途への

検討として，各種前処理樹皮の金属イオン吸着能及

び温水抽出物の銅イオン添加による析出量を測定し

た． 

 

２． 実験方法 

２．１ 材料及び前処理 

製材所で機械剥皮された県内産スギ樹皮から目視

により材部を分別したものを試験に供した．爆砕処

理は 1.4MPaの圧力で 5分，15分，30分の処理時
間で行い，その後ウイレーミルを用いて処理樹皮を

粉砕した．オゾン処理は，ウィレーミルにて粉砕後

の無処理樹皮，爆砕処理樹皮に対して，エコデザイ

ン㈱製の ED-OG-R3-OM1を使用して気相法にて行 
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い，10gの気乾樹皮を三角フラスコ（300ml容）内
に入れ，空気供給量 1L/min，電圧 0.85A，20 時間
の条件で行った． 

２．２ 成分分析及び用途への検討 

各種樹皮の含有成分量測定は，木材分析法1)に準じ

て温水抽出物，アルカリ抽出物，アルコール・ベン

ゼン抽出物，72％硫酸不溶分，ホロセルロースの各
含有量を測定した．その際，粉砕した樹皮は篩い分

けせずに測定に供試し，爆砕処理樹皮に関しては，

処理時にタンク内に生成された溶液を，可能な限り

処理樹皮に吸収させ，その状態で樹皮を乾燥したも

のを試験に供試した．なお，各成分の測定には各々

別の試料を供試し同一物質が重複して測定されるこ

とがあるので，各成分の合計は 100％にはならない．

供試した樹皮の粒径の一例として，無処理樹皮の篩

い分け結果（粒度分布）を表１に示した． 

金属イオン吸着能の測定には，各種処理樹皮の脱

脂試料（アルコール・ベンゼン抽出済み樹皮）を供

試し，吸着操作は各種金属イオン濃度が 2ppmの水
溶液 25mL中に 0.5gの試料を分散，振とう（１時間）
して行った．吸着量の測定は，メンブランフィルタ

ーを用いて分別濾過した水溶液の各種金属イオンの

残存量を，ICP-MS(高周波誘導結合プラズマ質量分
析装置)により測定することにより行った．なお吸着

操作中の金属イオン水溶液の pH は３～４であった． 
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表１ 無処理樹皮の粒度分布 








